
荒川の治水と水害

国土交通省 荒川下流河川事務所
荒川 泰二

「人と水害 過去・現在・未来の講演会」
【午前の部】水害リスク対応と今
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昭和46年～平成17年の35ヵ年平均値

年平均降水量

1,400mm
（全国平均1,700mm）
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荒川の概要

幹川流路延長 流域面積

１位 信濃川 367km
２位 利根川 322km
３位 石狩川 268km

15位 荒川 173km

１位 利根川 16,842km2

２位 石狩川 14,330km2

３位 信濃川 11,900km2

19位 荒川 2,940km2

流域内総人口

１位 利根川 849万人
２位 荒川 821万人
３位 淀川 534万人

一般資産額

１位 荒川 165兆円
２位 利根川 153兆円
３位 淀川 115兆円

想定氾濫区域

出典：国土交通省HP「一級河川における流域等の面積、総人口、一般資産額当について」（平成22年を調査基準年）

・・・
・・・

5



江戸時代の治水

6



本郷三丁目交差点（文京区）
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出典：「迅速測図原図復刻版（（財）日本地図センター）」より作成

江戸時代の治水
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明治43年大洪水

隅田堤（向島堤）の決壊と修復作業

出典：『絵葉書』 （領塚正浩氏提供）9



破堤箇所：数十箇所

浸水被害：板橋区から北区

付近で8.4ｍ浸水

全国の氾濫面積

：東京都の2.7倍

本所太平町（JR錦糸町駅）付近

被災地域

明治43年大洪水

停滞した梅雨前線に２つの台風襲来、8月1日～16日の降水量は秩父で936mm、名栗（現
飯能市）で約1,216mmであった。

明治43年８月14日６時時点天気図

10



明治43年大洪水
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川
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駅

明治43年大洪水
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口
町
駅

①

大正初期の川口周辺地形図
［出典：国土地理院旧版地形図大正8 年発行］

現在の川口周辺地形図
［出典：国土地理院地形図平成16 年］

荒川の堤防上から東方の荒川鉄橋を望む現埼玉県川口市) 出典：「グラヒック」
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明治43年大洪水

荒川鉄橋
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本所太平町（現在のＪＲ錦糸町付近）の浸水状況

明治43年大洪水

出典：『絵葉書』 （領塚正浩氏提供）14



明治43年大洪水

日本堤上に避難する人びと 出典：『絵葉書』（領塚正浩氏提供）15



荒川放水路の建設
1911～1930

蒸気機関による機械掘削の様子 16



荒川放水路開削工事

• 工事期間 ：19年（明治44年～昭和５年）

• 総工事費 ：31,446,000円※1

約2,300億円※2

•延長 ：22km

•移転戸数 ：1,300戸

•延べ労働人員：約310万人

•用地買収の進捗状況：

２ヵ月で 85％

２年で 96％

開削前の荒川
（現在の隅田川）

現在の荒川
（当時の荒川放水路）

岩淵水門

※1 土地買収、家屋移転等に関する費用を除く

※2 現在価値換算 17



地形図に見る放水路開削工事の変遷
出典：「国土地理院 1/10,000地形図」より作成 18



荒川上流部改修工事
1918～1954

1918（大正７）年・荒川上流改修工事平面図19



荒川上流部改修工事

• 工事期間 ：37年間
大正７年（1918）～昭和29年（1954）

• 総事業費 ：487,056,000円
• 工事区間 ：62.3km

（赤羽鉄橋～深谷市付近）

20

主な工事
① 蛇行する河道の直線化およ

び連続堤の整備

② 広い高水敷による遊水効果
を更に高める横堤整備（27箇
所）

③ 支川入間川の合流点改修、
入間川・越辺川・小畔川の三
川分流工事



堤
防 堤

防

横堤

横堤

横堤

荒川の中流部
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中流部の横堤

吉見町糠田橋付近から戸田市笹目橋付近の横堤位置図 22



市街地

明治42年 昭和29年 平成8年

○放水路の建設等により、都市化が一層進展し、人口も急速に増加
○放水路整備前の1909年には約270万人だった東京の人口が、1996年には約

1,280万人に増加

約270万人

※東京都総務局ＨＰ東京都の統計

約780万人 約1,280万人

都市化の進展
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平成19年９月出水

岩淵水門
（閉鎖）

隅
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新
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荒川の水位（岩淵水門（上））

隅田川の水位（岩淵水門（下））

最高水位
A.P.+５．０９ｍ（７日２０時）

同時刻の最高水位
A.P.+１．７５ｍ

最大水位差
３．４ｍ

堤防高差５．５ｍ

堤防高
A.P.＋１２．５ｍ

隅田川荒川

地盤高
A.P+2.5m

JR赤羽駅

岩淵水門閉鎖

最高水位 A.P+５．０９
岩淵水門（上）（７日２０：００）

岩淵水門閉鎖状況（荒川側）

９月７日（金） ９月８日（土）

同時刻の最高水位
A.P.+１．７５ｍ

最大水位差
３．４ｍ

岩淵水門閉鎖の効果
岩淵水門閉鎖状況（荒川側）
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隅田川テラス 26



荒川（北区岩淵付近）
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荒川の水害リスク
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江東デルタ地帯のゼロメートル地帯

満潮時の水面

地盤高

約３ｍ

昭和40年頃の旧中川

• 江東デルタ地帯は地盤沈下の進
行により、大部分の地盤高が満潮
面以下

• 特に低い東側の河川は24時間体
制で人工的に排水し、海面より低
い位置（A.P.-1.0mm）で維持
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東京都江東区付近

江東デルタ地帯のゼロメートル地帯
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岩淵

S22.9

S57.9

H11.8

H19.9S33.9
S34.9

S24.8

落合橋

平成11年8月熱帯低気圧昭和22年9月カスリーン台風 昭和57年9月台風18号

入間川、小畔川、越辺川合流点付近古谷村（現在の川越市）の浸水状況
ふ る や む ら

新河岸川支川柳瀬川の浸水状況

過去の主要洪水

近年の主な出水

昭和24年8月キティ台風

墨田区錦糸町付近の浸水状況

31



地球温暖化による影響

4.4倍

基本高水を超える洪水の
発生頻度の予測結果

～0.9

0.9～1.1

1.1～3

3～5

5～

出典：国土技術政策総合研究所資料No.749より作成

環境省、気象庁：日本国内における気候変動予測の不確
実性を考慮した結果について（お知らせ）
（http://www.env.go.jp/press/19034.html）より作成

全国 （単位：%)

RCP2.6 10.3 (7.9～14.5)

RCP4.5 13.2 (8.0～16.0)

RCP6.0 16.0 (14.8～18.2)

RCP8.5 25.5 (18.8～35.8)

※上位5%の降水イベントによる日降水量

大雨による降水量※の増加

気象リスクの増大
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既往の被害想定の例：東京都北区で荒川の堤防が決壊した場合の被害想定
平成29年8月、最大規模の洪水等に対応した防災・減災対策検討会の「社会経済の壊滅的な被害の回避
にむけた取り組み」資料を編集 http://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/bousai00000192.html

想定最大規模降雨における浸水状況
※H28.5公表の想定最大規模降雨による浸水想定に基づき作成
※堤防決壊箇所以外の堤防からの越水による氾濫を含んでいる ※関東地方整備局によるシミュレーション結果

浸水範囲 想定堤防決壊箇所 荒川右岸21.0km

１．浸水面積 ：約98km2

２．浸水区域内人口 ：約126万人

３．浸水継続時間：ほぼ全域で2週間以上
排水条件：ポンプ運転有り、燃料補給無し、水門操作あり、排水ポンプ車

７．地下鉄の浸水被害
17路線、100駅、約161km

８．旅客鉄道運行への影響
JR路線22路線、JR以外３路線

６．ライフラインの被害
電力：約111万軒停電
ガス：約49万件に支障

４．死者数 ：約2,300人

避難率40%の場合

５．孤立者数 ：約54万人

浸水深(m)

■：5.0m以上
■：3.0m以上－5.0m未満
■：0.5m以上－3.0m未満
■：0.5未満

出入り口：高さ１mの止水板、坑口部なし

荒川が氾濫すると甚大な被害が想定

想定最大規模降雨
： 荒川流域３日雨量６３２ｍｍ

＜参考＞
・河川整備基本方針規模相当 ： ３日雨量５１６ｍｍ※2

・河川整備計画目標規模相当 ： ３日雨量４３７ｍｍ※3

※１：雨量は何れも岩淵地点上流域の流域平均３日雨量
※２：荒川水系河川整備基本方針（3日雨量548mm）における計画目標規模である年超過確率1/200
に相当する雨量
※３：荒川水系河川整備計画（H28年3月）において荒川が目標とする洪水規模、昭和22年9月洪水で
の実績雨量
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現在の治水対策

さいたま築堤 34



１．昭和30年代～昭和40年代後半

二瀬ダム
（S36）

岩淵

高潮堤防整備

高潮堤防整備

高潮堤防整備（S36～45年）

近年の主な治水対策

二瀬ダム（S27～S36年）

35
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２．昭和40年代後半～平成10年頃

二瀬ダム
（S36）

高潮堤防整備

高潮堤防整備

高潮堤防整備（S36～45年）

岩淵

荒川第一調節池

京成押上線
橋梁架替

河道掘削

河道掘削

堤防嵩上げ

堤防嵩上げ

荒川支川築堤

高規格堤防整備

浦山ダム
（H11）

平成11年8月洪水支川浸水状況

荒川第一調節池（H15年完成）

周辺の堤防より約4.1m低かった旧橋 旧橋より約4.1m高くなった新橋

約4.1m約4.1m

京成押上線荒川橋梁架替（H14完了）

京成押上線橋梁架替（S63～H14年完成）

近年の主な治水対策

二瀬ダム（S27～S36年）

浦山ダム（S47～H11年）
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３．平成10年頃～現在

二瀬ダム
（S36）

高潮堤防整備

高潮堤防整備（S36～45年）平成11年8月洪水支川浸水状況

二瀬ダム（S36年完成）

周辺の堤防より約4.1m低かった旧橋 旧橋より約4.1m高くなった新橋

約4.1m約4.1m

京成押上線荒川橋梁架替（H14完了）

京成押上線橋梁架替

堤防強化対策
河川管理施設の耐震対策

河道浚渫

京成本線
橋梁架替

さいたま築堤
荒川本支川の堤防整備滝沢ダム

（H23）

荒川第一調節池（H15年完成）

滝沢ダム（H23年完成）

さいたま築堤整備

岩淵

荒川第一調節池

京成押上線
橋梁架替

河道掘削

河道掘削

堤防嵩上げ

堤防嵩上げ

荒川支川築堤

浦山ダム
（H11）

高規格堤防整備

近年の主な治水対策

浦山ダム（S47～H11年）

京成本線橋梁架替事業
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◆ 都心と成田空港を結ぶ京成本線荒川橋梁は、橋梁の高さが低く、上下流の堤防より約
3.7m低く、橋梁が堤防を切り欠いた状態。

◆ 荒川の水位が上がると、この低い箇所から溢れ出る恐れ。
◆ 必要な堤防の高さを確保するため、橋梁の架替事業を継続実施。

京成本線荒川橋梁架替事業

地盤沈下による堤防の改築状況 38



荒川第二・第三調節池

位置図

平常時 平成11年8月洪水洪水調節時

荒川第一調節池

平成19年9月洪水

越流堤

洪水時には荒川から越流堤を経て調節池へ流入 洪水時に調節池に一時的に貯留し、下流の河道流量を低減

◆ 荒川では、広い川幅を有効に活用し洪水調節を行う荒川調節池群を整備している。
◆ 平成３０年度から中流部に荒川調節池群（荒川第二・第三調節池）整備に新規着手し、河
道流量を低減し、調節池より下流の広範囲において治水安全度の向上を図る。

1

治
水
橋

荒川第一調節池

荒川第二調節池

荒川第三調節池
A=約3.0km2

A=約4.6km2

事業概要 さいたま市

上尾市

川越市

富士見市

志木市
朝霞市

荒川第二・三調節池の整備
面 積 約7.6km2

治水容量 約5,100万m3
平成３０年度の実施内容
・基盤整備に着手
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高規格堤防整備事業
◆高規格堤防は、ふつうの堤防と比較して幅を広く（堤防の高さの３０倍程度）なだらかな勾配
で堤防を整備することにより、想定を越える大規模な洪水でも堤防が決壊することを防止する

＜高規格堤防整備前＞

＜高規格堤防整備後＞

高規格堤防は、まちづくりと共同で実施することによって、安心で快適な空間を創出

木造住宅等が密集していた整備前の小松川地区

高規格堤防整備と併せて20万人の避難地とな
る広大な公園や中高層住宅等が整備 40



荒川下流
河川事務所

市区
（千代田区・中央区・港区・文京区・台東区・墨田区・江東区・北区・
荒川区・板橋区・足立区・葛飾区・江戸川区・川口市・蕨市・戸田市）

東京都・埼玉県・
警視庁・埼玉県警・

東京消防庁

交通事業者
ﾗｲﾌﾗｲﾝ事業者

気象情報等

(５日前)

(３日前)

(２日前)

(０時間前)

(11時間前)

○はん濫発生情報

○はん濫危険情報(岩淵水門(上))

○はん濫警戒情報(岩淵水門(上))

○大雨・洪水注意報(埼玉、東京)

○大雨・洪水警報(埼玉、東京)

○はん濫注意情報(岩淵水門(上))

○強風注意報(埼玉)

○強風・波浪注意報(東京)

○暴風警報(埼玉)

○暴風・波浪警報(東京)

○記録的短時間大雨情報(埼玉)

○記録的短時間大雨情報(東京)

○大雨特別警報(埼玉、東京)

氾濫発生

○TL運用体制の構築 ○TL運用体制の構築 ○TL運用体制の構築 ○TL運用体制の構築
○外部への広報（HP等）

○資機材の確認・準備

○資機材の確認

○資機材の準備

○資機材の確認

○資機材の確認・準備
○広域避難の検討、自主広域避難の呼掛け
(江東５区)

○福祉施設等の避難支援関係者との調整(板橋区)

○広域避難先の調整(江東５区、台東・荒川区)
○休校・休園の検討
○福祉施設等の避難支援の準備(板橋区)

○交通関連情報の
収集・確認

○今後の人員の再確認
○広域避難勧告(江東５区)
○区外含む高台へ自主避難を呼掛け(荒川区)
○休校・休園の決定・伝達
○公共交通機関の運行状況等の確認・周知

○外部への広報（HP等）

○外部への広報（HP等）

○地下施設利用者の避難の
確認

○河川管理施設の点検

○TL上のレベル設定

○TL上のレベル設定

○洪水予報の伝達

○洪水予報の伝達

○洪水予報の伝達

○洪水予報の伝達
○自治体にホットライン

○応急・復旧対策の
検討・実施

○TL上のレベル設定
○外部への広報（HP等）

○自治体にホットライン

○自治体にホットライン

○交通規制情報の収集
○交通規制情報の収集

○交通規制情報の収集

○避難状況の把握

○状況に応じた
交通規制の実施

○危険箇所からの退避

○排水機場の運転停止

○応急対策

○水防団待機水位(岩淵水門(上))
(30時間前)

レベル2

レベル3

レベル4

レベル5

(３時間前)

○はん濫情報提供
○広域支援・連携の要請
○応急対策
○長期避難者支援対策

○台風・気象情報の発表

○台風・気象情報の発表 ○TL上のレベル設定
○外部への広報（HP等）
○水文観測所情報の提供
○資機材の準備
○河川区域内の状況確認

○TL上のレベル設定
○外部への広報（HP等）
○水文観測所情報の提供

○TL上のレベル設定
○外部への広報（HP等）
○水文観測所情報の提供
○今後の人員の再確認
○岩淵水門閉鎖操作に
係る行動

○浸水想定区域内住民等
ヘの垂直避難の呼掛け

○職員の安全確保、避難

避
難
準
備
・高
齢

者
等
避
難
開
始

(

沿
川
区
域)

避
難
指
示[

緊
急]

(

沿
川
区
域)

避
難
準
備
・高
齢
者
等
避
難
開
始(

非
沿
川
区
域)

避
難
勧
告(

非
沿
川
区
域)

○地下街等への情報提供
○家屋倒壊危険ゾーンへの注意喚起
○福祉施設の避難支援の実施(板橋区)

避
難
指
示[

緊
急]

(

非
沿
川
区
域)

避
難
勧
告(

沿
川
区
域)

○外部への広報（HP等）
○TL上のレベル設定

レベル・目安
の時刻設定

台風発生

荒川下流タイムライン
○タイムラインとはリスクを評価し、共有した上で、そのリスクに対して必要となる行動を、事前の防災行動として、「いつ」
、「誰が」、「何をする」を明確化し、時間軸に沿って整理したもの。

※平成24年に米国を襲ったハリケーンサンディに対しニュージャージー州で活用され、大きな効果を発揮しました。
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最後に

幕府・帝都・首都圏の発展と共に大き
く姿を変えてきた荒川

長期的な視野に立った先人の英断

インフラ先行投資

現在の弱点を克服、強みを更に強化
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ご静聴ありがとうございました。
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